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今
月
の
納
税

今
月
は
保
険
税
第
十
期
と
固
定
資
産
税

第
四
期
の
納
入
の
月
で
す
。

ま
た
保
険
税
第
九
期
と
市
民
税
第
四
期

分
の
督
促
状
が
先
月
の
十
六
日
に
で
ま

し
た
の
で
、
ま
だ
未
納
の
方
は
早
目
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
　
　
．

ポ
　
　
　
　
博
　
　
　
　
　
　
」
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計40．638人（一6）

　世馨総数
8．403世帯（＋2）

鷺
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．
難
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墓
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3月のこよみ

1日▽固定資産税の課税台帳の縦覧はじまる垂

（20日まで）；税務課

▽自作農維持創設資金貸付の受けつけは≡

　　じまる（10日まで）＝農委事務局

　▽緑化週間（7日まで）

　▽旧暦1月15日

3日▽優良農家の表彰式＝市講堂（予定）

　▽耳の日
5日▽農業委員会委員選挙人名簿の確定

6日▽優良従業員表彰式＝市講堂

7日▽消防記念H

lO日▽「広報日向」3月10日号発行

㌧’〆11日▽ブルドーザー庭田地区樹園地の造成事茎

ノr、

∫　　　業
　13日▽工場誘致対策特別委員会

ユ5日▽早期水稲の種まき適期（平野部）20日1

　　頃までノ
17日▽船舶職員（船長、航海長、機関長、船≡

　　員など）資格取得国家試験（富島中学i

・　　校で）21日までの5日間　　　　　垂
18

H晦種ま、適期，欄、21日頃1蟄欝ε纏嘉務募矯雛震群暮矯櫨
　　まで　　　　　　　　　　　’≡剤の越注区細き力力数い万の期てすいハ知工伝ズまて
　　　　　　　　　　　　　　　　　≡で殺す意やでま・を難い匹一を春がのエと’染ンす春20日▽農業委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　≡退虫類）班殺しネあ匹かと匹むか’でな思ネ病がとに
　　▽農山漁村振興協議会（結婚式場で）　≡治剤工　単虫よズわにえいのからそ　・どいズのや　’な

　　　　　　ミあぜ焼きミはじまる
冷い風に炎が勢いよく燃えひろがり、黒い煙が、またたく間に空へ吸い上げ

られます。野焼き（あぜ焼き）が始まりました。身近かな炎の色で頬をまっ

かにしたお百姓さんたちの、今年の豊作を願う瞳が美しく輝きます。

▽翼水稲種まき醐高台部）25日頃i頴舅

21日▽春分の日　　　　　　　　　　　　　妻ナ無難
23日▽早期水稲種まき適期（山間部）27日頃　ギ回虫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はのに　　まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀幼は
25日▽35年度農山振特別助成事業成工検査・　り虫’

　　幸脇漁協など6ヵ所　　　　　　　　　出は速

を
あ
っ
せ
ん
し
ま

申
込
み
く
だ
さ
い

位薬うミせ当るうカえ纏う死’まミ媒つまり
　　。を’ると子やるにで滅冬すな介てた’で品

、

暖
か
く
な
っ
て
ま

恐
し
い
伝
染
病
の

き
ま
す
。

を
す
る
の
が
、
カ

一
ど
で
あ
る
こ
と
は

「。

一
の
寒
い
間
は
出
て

…
し
た
と
思
わ
れ
が

は
な
い
の
で
す
。

か
け
て
、
猛
烈
な

わ
け
で
す
。

ハ
エ
か
ら
、
一
夏

．
孫
が
で
き
る
の
で

、
い
ま
の
一
匹
は

わ
け
で
す
。
み
ん

い
ま
の
う
ち
に
ハ

徹
底
的
に
退
治
し

　
給
食
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
1
日
知
居
小
一

一
日
か
ら
、
日
焼
屋
小
学
校
で
も
給
食

か
は
じ
ま
り
，
ま
し
た
。

富
高
小
、
財
光
寺
小
、
美
々
津
中
に
つ

い
で
、
市
内
で
は
四
番
目
に
実
施
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

ス
マ
ー
ト
な
給
食
室
も
、
食
器
類
も
約

百
四
十
六
万
円
か
け
て
す
っ
か
り
と
と

の
い
ま
し
た
。

最
初
の
日
は
、
〃
ぜ
ん
ざ
い
〃
が
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

れ
、
よ
い
子
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

し
て
焼
き
す
て
る
か
、
高
濃
度
の
殺
虫

剤
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
、
駆
除
の
徹

底
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。
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　　一足さきに春が！

岩脇地区は、ビニールハウスや温

室による花卉園芸、そ菜栽培の盛
んなところです。

いま、ここの温室やビニールハウ

スには、チューリップやカーネシ

ヨンの花が満開しており、一口さ

きに春がやってき却感じがします。

チューリップの出荷最盛期は年末

から一月にかけてで、北九州方面

に出荷され、一本十円からご十円

の高値をよぴます。

カーネシヨンはいまツボミで出荷
はこれからです。

　
・
　
　
食
管
会
計
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る
と

志
向
鶴
蜴
難
麓
魏
漿

　
　
　
割
減
で
あ
る
と
か
、
・
い
ろ
ん
な
言
葉
で

騨
日
本
の
塁
が
曲
鶏
欝
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
を
切
り
替
え
な
け

鋼際驚響野旧記㎎響三冠響’窪
舶’．　暫．・一・鷹　　・鞭　　1

13日から移動農林課

農業経営をよくするために

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
ま
す

日
向
市
の
農
業
形
態

に
も
、
ほ
か
の
産
業

の
急
激
な
成
長
と
か

食
生
活
改
善
な
ど
の

影
響
が
あ
ら
わ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
は
、
い
ま
ま

で
の
耕
作
中
心
主
義

か
ら
大
き
く
脱
皮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
よ
う
。
国
で
も

農
業
改
造
を
振
興
す

る
た
め
に
農
業
基
本

立
法
を
い
そ
い
で
い

に
わ
け
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
方
と
、
①
時
の
農
政
問
題

②
防
災
営
農
五
か
年
計
画
③
資
金
対
策

④
昭
和
3
6
年
度
早
期
水
陸
稲
栽
培
耕
作

基
準
⑤
そ
の
他
農
業
共
済
事
業
な
ど
の

計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
会
を
開
き

ま
す
。

巡
回
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
お
集
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
、

い
し
ま
す
。

（
開
催
時
間
は
、
午
前
は
九
時
か
ら
午

後
は
一
時
か
ら
で
す
）

▽
1
3
日
午
前
1
2
3
班
と
も
奥
野
地
区

▽
1
6
日
午
前
1
1
中
原
、
本
谷
、
申
村
、

同
午
後
1
一
原
町
、
西
川
内
、
永
田
▽
1
7

日
午
前
1
1
江
良
、
堀
一
方
、
岩
脇
、
同

午
後
闘
曾
根
、
狸
掘
、
岩
脇
▽
2
1
日

午
前
1
1
梶
木
、
金
手
、
山
下
、
同
午
後

．
．
¶
亀
崎
、
比
良
、
切
島
山
。

　
八
場
所
は
各
地
区
と
も
公
民
館
で
行
な

い
ま
す
が
、
特
に
切
島
山
は
河
野
喜
市

さ
ん
宅
、
山
下
は
社
務
所
、
広
見
、
草

場
、
新
財
市
各
区
は
中
原
公
民
館
で
開

き
ま
す
）

「

‘
《

陰

住
宅
金
融
公
庫
融
資
で

　
　
　
　
　
土
地
っ
き
の
住
宅
が
買
え
ま
す

た
だ
い
ま
住
宅
金
融
公
庫
融
資
で
買
え

る
土
地
つ
ぎ
家
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
〃
広
報
日
向
〃
の
昨
年

の
六
月
号
と
こ
と
し
の
一
月
号
で
皆
さ

・
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

住
宅
の
設
計
は
い
ま
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
た
立
派
な
も
の
ば
か
つ
で
す
。
施

行
は
す
べ
て
信
用
の
あ
る
業
者
に
依
頼

し
て
い
ま
す
か
ら
安
心
し
て
お
住
い
に

な
れ
ま
す
。
ま
た
労
働
金
庫
で
は
、
条

件
に
よ
り
頭
金
の
一
部
を
融
資
し
ま
す

本
市
で
は
日
向
申
学
校
西
側
の
千
東
口

に
一
六
戸
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

木
造
瓦
葺
平
屋
建
で
大
き
さ
は
、
四
七

平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
五
坪
）
か
ら
五
五

平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
六
、
．
七
五
坪
）
ま

で
の
七
種
類
で
、
瓦
の
色
も
銀
色
、
み

ど
り
、
青
、
コ
バ
ル
ト
、
み
ど
り
な
ど

と
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
「
＝
戸
の
敷

地
は
、
一
一
三
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
七
一

坪
）
か
ら
二
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
（
八

五
坪
）
ま
で
で
す
。

自
主
納
税
に
ご
協
力
を

1
税
務
課
が
訪
問
徴
収
と
．
り
止
め
一

　
　
　
　
　
ル
ズ
ル
と
続
い
て
な
か
な
か
改
め
ら
れ

　
　
　
　
　
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
し
か
し
、
世
の
中
が
す
っ
か
り
落
ち
つ

　
　
　
　
　
い
た
今
日
で
は
、
も
う
こ
の
よ
う
な
誤

　
　
　
　
　
り
を
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
税
務
課
の
職
員
が
徴
収
に
く
る
ま
で
納

　
　
　
　
　
め
ら
れ
な
か
っ
た
四
割
程
度
の
方
も
、

　
　
　
　
　
指
定
期
日
ま
で
に
納
税
し
て
い
る
六
割

　
　
　
　
　
程
度
の
方
と
足
な
み
を
そ
ろ
え
て
す
す

　
　
　
　
　
ん
で
納
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
す
。
納
税
成
績
を
よ
ぐ
し
、
市
の
行
政

　
　
　
　
　
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、
市
民
の
み
な

　
　
　
　
　
さ
ん
の
、
、
・
こ
の
自
主
納
税
に
ご
協
力
く

　
　
　
　
　
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
す
。
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呈
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♪
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各
戸
と
も
電
気
、
・
水
道
、
排
水
設
備
は

完
備
し
て
お
り
、
境
界
は
生
垣
で
囲
み
」

物
干
、
物
入
（
水
屋
）
付
と
な
つ
で
い
・

ま
す
し
、
住
宅
地
と
し
て
は
閑
静
で
最

適
の
場
所
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
は
市
道
に
な
る
予
定
で
す
、

譲
渡
予
定
価
格
は
七
二
万
～
八
O
万
円
．
．

で
す
が
、
こ
の
う
ち
住
宅
金
融
公
庫
が

四
五
万
円
を
融
資
し
ま
す
か
ら
、
自
己

資
金
は
登
記
料
を
含
め
て
二
九
万
か
ら

三
七
万
円
程
で
よ
い
わ
け
で
す
。

こ
の
住
宅
は
日
向
市
に
住
み
、
ま
た
住
．

も
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
な
ら
ど
な
．

層
た
で
も
串
込
が
で
き
ま
す
。
自
己
資
金

の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
．

ご
相
談
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
．
、

．
今
ま
で
お
見
落
し
の
方
は
早
目
に
a
向

地
域
勤
労
者
住
宅
銘
会
（
1
1
市
役
所
企

画
室
内
高
山
一
1
1
電
話
（
代
）
四
〇
〇

番
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

締
切
を
二
月
末
日
に
し
ま
し
た
。
ご
希

望
の
方
は
早
く
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
　
（
写
真
は
分
譲
住
宅
の
一
部
）
」
‘

、
層
鳶

∴
て証一

．
ゾ

融
転

、
」
馳

・

重壁鞭撚耀ゴー・一 三
日

｝

　
　
当
市
の
納
税
成
績
は
、
残
念
な
が
ら
、

　
　
現
在
、
あ
ま
り
よ
い
と
は
い
え
ま
せ
ん

　
　
し
か
し
、
何
と
か
し
て
市
民
の
み
な
さ

　
　
ん
に
こ
の
上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

　
　
徴
税
経
費
を
増
さ
ず
に
、
納
税
成
績
を

　
　
よ
く
し
、
市
．
民
福
祉
の
た
め
の
事
業
を

灘
難
　
　

ト
し
』
齢
詮
↑
ゼ
獣
レ
羅
乾
瓢

へ
．
停
、
一
「
み
、
∴
一
鰐
一
5
鵡
壽
窄
・
二
・
・
桑
蒸
こ
帽
．
蓼
．
擦
－
ぞ

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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」
じ
・

昭
和
三
十
五
年
度
日
赤
社
費
募
金
に
お
．

㌔
い
て
、
区
の
月
標
額
に
対
し
、
百
％
以

上
の
実
績
を
あ
げ
ら
れ
た
次
の
二
十
九
－
・

区
に
対
し
日
向
市
地
区
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

29区が晴れの受賞

昭和35年度日赤募金優良区

◇
草
場
（
区
長
鈴
木

進
）
、
◇
上
原
町
（
坂

本
大
蔵
）
◇
上
町
一

（
日
吉
善
平
）
◇
亀

崎
北
（
綾
部
末
吉
）

◇
八
坂
（
三
輪
馨
〉

◇
笹
野
西
（
吉
田
浩

太
）
◇
鶴
町
（
那
須

頼
男
）
◇
上
原
町

（
三
樹
幸
夫
）
．
◇
笹

野
東
（
小
村
村
治
）

◇
別
府
南
（
大
山
政

樹
）
◇
中
村
（
矢
北

晦
義
）
　
・
◇
上
町
二

　
（
横
山
健
一
）
◇
花
ケ
丘
（
田
古
春
吉
）

．
◇
高
見
橋
通
（
森
本
嘉
七
郎
）
◇
西
川

内
（
鈴
木
直
井
）
◇
旭
通
（
江
川
廉
三
）

◇
亀
崎
中
（
黒
木
勝
）
◇
永
田
（
黒
木
実
）

◇
山
下
（
長
友
勇
助
）
◇
比
良
町
（
治
田

繁
雄
）
◇
美
々
津
上
町
二
（
福
元
盛
吉
）

◇
美
砂
（
児
玉
文
太
郎
）
◇
亀
崎
東
（
成

．
合
藤
作
）
◇
申
原
（
森
田
小
三
郎
）
◇
中

央
（
白
戸
彦
一
）
◇
梶
木
（
黒
木
慶
蔵
）

◇
高
々
谷
（
平
岡
末
松
）
◇
庄
手
（
長
曾

我
部
栄
二
郎
）
◇
籾
木
（
児
玉
寅
治
）

晶
灘
酒
易
保
鉾

最
近
発
表
さ
れ
た
文
部
省
の
教
育
費
調

べ
に
よ
り
ま
す
と
、
小
学
校
か
ら
大
学

を
卒
業
す
る
ま
で
の
教
育
費
は
、
官
公

立
の
学
校
を
選
ん
で
も
最
低
五
〇
万
円

は
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
よ
い
子
の
入

学
を
記
念
し
て
、
将
来
の
学
費
に
あ
て

る
簡
易
保
検
の
募
集
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
可
愛
い
よ
い
子
た
ち
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
　
（
郵
便
局
）

鷺
ド
ダ

，
　
　
楓

．
　
　
，

税
粗
合
を
通
じ
る
な
り
、
ま
た
個
人
で

市
金
庫
、
銀
行
、
支
所
、
出
張
所
に
納

め
て
い
た
だ
く
自
主
納
税
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
「
税
金
は
市
か
ら
取
り
に

廻
る
も
の
だ
」
と
誤
解
し
て
、
税
務
課

か
ら
徴
収
に
ぐ
る
ま
で
納
め
な
い
人
も

大
分
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
誤
解
の
原
因
は
、
終
戦
後
、
税
制

が
み
だ
れ
て
い
た
止
き
に
、
や
む
を
得

ず
集
金
し
て
廻
っ
て
い
た
も
の
が
、
ズ

ア．華▼嶋一

顧4
簑．、．．，c

臨
∵
詳
寺
・
コ
営
．
．
．

市
民
税
申
告
書
は
早
目
に

　
　
　
　
提
出
期
限
は
2
月
末
日
誉
す

昭
和
三
十
六
年
度
の
市
民
税
申
告
書
の

提
出
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
書
の
用
紙
乏
、
申
告
書
の
書
き
方

説
明
書
は
、
区
長
さ
ん
や
組
合
長
さ
ん

を
経
て
、
も
う
す
で
に
各
家
庭
に
と
ど

い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
い
た
し
ま
せ
ん
と
扶
養

控
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
提
出

期
日
の
二
月
末
日
ま
で
に
は
、
市
役
所

の
税
務
課
か
、
最
寄
り
の
支
所
、
出
張

所
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
き
損
ん
じ
た
り
し
て
用
紙
の

不
足
を
生
じ
た
と
き
は
、
税
務
課
か
、

各
支
所
、
出
張
所
ま
で
ご
連
絡
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
お
と
ど
け
い
た
し
ま
す

1
固
定
資
産
税
台
帳
－

三
月
一
日
か
ら
見
て
下
ざ
い

申
し
立
て
も
こ
の
期
間
中
に
行
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し

ま
す
。
こ
の
期
間
申
は
、
台
帳
閲
覧
は

無
料
で
す
。

　
　
教
委
の
巡
回
映
画

上
映
ア
イ
ル
ム
は
「
た
く
ま
し
き
母
親

「
笛
吹
き
王
子
」
ほ
か
で
す
。

　
　
・
三
・
毒
・
・

・
．
骨
．
．

ズ　
　
　
の
．

昭
和
三
十
六
年
度
の
固
定
資
産
税
の
算

定
基
礎
に
な
る
課
税
台
帳
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
の
で
三
月
一
日
が
ら
見
て
い

た
だ
き
ま
す
。

三
十
六
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、
こ
の

台
帳
に
よ
っ
て
き
ま
り
ま
す
の
で
、
固

定
資
産
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
縦
覧

期
間
申
の
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
間
に
ご
ら
ん
に
な
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
．
、

縦
覧
場
所
は
一
日
か
ら
八
日
ま
で
支
所

で
（
等
量
は
六
日
か
ら
八
日
ま
で
〉
、
9

そ
の
ほ
か
は
市
役
所
．
で
す
。
、
．
・

な
お
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
納
税
令

書
を
受
け
と
っ
て
異
議
の
申
し
立
て
を
ド

さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

縦
覧
期
間
申
に
ご
ら
ん
に
な
ら
ず
、
令

書
を
受
け
と
っ
て
か
ら
の
異
議
申
し
立

て
ば
受
け
つ
け
ま
せ
ん
の
で
、
か
な
ら

ず
期
間
中
に
ご
ら
ん
に
な
り
、
異
議
の

　
、

た
ち
」

◇
－
o
日

◇
1
4
日

◇
1
6
日

◇
2
0
日

◇
認
日

◇
餌
日

◇
2
8
日

下
原
町

母
子
寮

曾
　
根

細
島
西

山
　
下

駄
　
良

松
　
原

◇
1
3
日
　
江
良

◇
1
5
日
堀
一
方

◇
1
7
日
　
畑
　
浦

◇
2
1
日
細
島
東

◇
2
3
日
’
往
還

◇
2
7
且
切
島

撃
妻
一
匹
凱
．
臨
鵠
〆
．

、
，
瀬
噸
諮
繍
薫
・
、

　　　手スキ和紙誌習会

に美々津で、手スキ和紙の技術指導講習会．

なわれました。ダイダイ色や、アズキ色の

がきれいにできる実習もあって、講習を受

人の目を見はらせました。

キ和紙が、ハマグリ碁石に続く名産品の一

して、全国市場に出廻るのも、そう遠い日

ないかもしれません。　　　　　　　　’

媚
霰
零
誌

「

’無忌
弄

冒　の

、

野一・．．一

観轟

1
樋

　　　　ド

幽幽

垂
華
垂
垂
竃
＝
一
差
§
≡
睾
＝
簡
聾
…
§
＝
§
§
＝
望
…
葦
養
§
5
§
葦
E
一
智
一
≧
躍
毒
≡
一
…
≡
≡
＝
一
葦
§
一
養
≡
≡
≡
善
犀
＝
一
茎
董
一
≡
§
毒
置
諺
…
葦
≡
冒
葦
手
華
＝
＝
≡
＝
冨
套
崇
蘇

加
入
し
な
い
ど

　
損
を
す
る

国
民
年
金
制
度
は
、
か
け
金
が
高
い
と

か
、
支
払
わ
れ
る
年
金
額
が
少
な
い
と

か
、
法
の
改
正
で
よ
く
な
る
ま
で
待
つ

た
ほ
ヴ
が
よ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

宣
伝
す
る
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
民
主
的
な
時
代
だ
か

ら
、
身
勝
手
が
通
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
国
民
年
金
は
法

．
律
で
定
め
て
い
る
制
度
で
す
か

ら
、
当
然
加
入
せ
ね
ば
な
ら
な
・

い
よ
う
に
な
う
て
い
る
人
が
、

才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
か
け
ま
す
と
、

全
部
で
六
万
三
千
円
に
な
り
ま
す
。

．
老
令
年
金
は
、
月
に
三
千
五
百
円
で
す

六
十
五
才
か
ら
貰
う
と
し
て
、
生
き
て

い
る
間
で
ま
す
が
、
六
十
五
才
の
人
の

そ
の
後
の
平
均
寿
命
は
、
現
在
身
は
一

　
一
・
’
八
九
年
女
は
一
四
・
二
四
年
と
な

　
つ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
易
は
約
款
＋
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し

な
い
と
駐
え
ぱ
～
法
●
ε
舞
携
し
て
い
．

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
年
金
蔚
度
の
良
い
薗
を
み
て
、

当
然
加
入
の
人
で
、
ま
だ
届
け
の
済
ま
．

な
い
人
は
、
，
す
ぐ
届
け
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
旧
い
し
ま
す
μ

か
け
重
真
三
皇
，

例
え
ば
一
、
番
長
ぐ
か
げ
る
人
で
、
二
十

籾
噛
．
玄
は
約
五
十
（
万
円
の
年
金
が
出
．

る
勘
定
で
す
，
響

平
均
寿
命
は
今
後
さ
ら
に
伸
び
る
そ
う

で
す
が
ら
、
か
け
配
置
胤
倍
と
な
る
勘

定
に
な
り
ま
す
。

　
加
入
し
な
い
と
福
祉
．
年
金
も
で
ま
せ

　
ん

国
民
年
金
に
加
入
し
て
な
い
と
、
福
祉

．
年
金
も
愛
サ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し

働
ら
き
ざ
か
り
で
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
り
、
未
亡
人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き

に
出
る
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
も

出
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
年
金
取
得
の
資
格

が
な
い
わ
け
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除

百
円
、
百
五
十
円
の
か
け
金
も
払
え
な

い
と
い
う
人
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
人

　
　
　
た
ち
こ
そ
年
金
が
必
要
な
の
で
’

）
す
か
ら
免
除
の
し
く
み
が
あ
り

6
ま
す
。
・

（
　
一
生
の
間
に
十
年
間
も
納
め
ら

　
　
　
れ
な
い
で
免
除
を
う
け
る
と
い

う
よ
う
な
人
に
は
、
福
祉
年
金
が
出
ま

す
。
五
人
家
族
で
年
収
二
十
万
円
程
度
．

以
下
は
、
大
体
免
除
で
す
か
ら
、
か
け

金
が
と
て
も
払
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て

加
入
し
な
い
で
お
け
ば
、
将
来
福
祉
年

金
右
貰
え
な
い
わ
け
で
す
。
．

以
下
次
号
－
市
民
課
ー
ー

辱



．
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向日、
広

・
島
田
勝
藏
さ
ん
ら
受
賞

35

N
度
優
良
漁
業
者
表
彰
式

35

N
度
の
優
良
漁
業
者
表
彰
式
は
、
1
0

日
に
市
役
所
の
講
堂
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
、
は
れ
の
表
彰
を
受
け
た
の
は
．
．

次
の
方
た
ち
で
す
。

◇
優
良
漁
業
者

島
田
勝
蔵
、
是
沢
芳
男
、
児
玉
吉
五
郎

疋
田
喜
一
、
坂
田
清
、
児
玉
精
一
（
以

上
富
島
）
江
藤
道
治
、
日
高
太
市
、
江

藤
豊
夫
（
以
上
梶
木
）
柄
本
敏
、
黒
木

軍
憲
、
松
浦
純
三
、
遠
見
漁
業
生
産
組

合
（
以
上
幸
脇
）
、
第
三
漁
業
生
産
組
合

（
美
々
津
）

◇
優
良
生
産
組
合
員

松
浦
克
己
、
土
屋
三
五
郎
（
黒
木
欣
一

（
以
上
丹
羽
）
黒
木
倉
一
、
黒
木
静
弥

木
村
泰
之
、
黒
木
富
雄
（
以
上
美
々
津
）

◇
漁
業
功
労
者

黒
木
利
兵
衛
（
梶
木
）
児
玉
治
三
郎
（

平
岩
）

◇
漁
業
優
良
職
員

田
原
一
富
（
富
島
）
吉
水
竜
子
（
幸
脇
）

「
蟻
遭
．

　
　
塾
　
　
　
　
9
．
｝

　
　
　
　
㍉

◇
優
良
漁
業
青
年
部

富
島
漁
傷
青
壮
年
部
、
幸
脇
漁
協
研
究

会
会
長
　
柄
本
敏

◇
優
良
漁
協
婦
人
部

塁
脇
漁
協
婦
人
部
長
　
柄
本
八
千
代

◇
内
水
面
漁
協
優
良
組
合
員

平
賀
義
雄
（
富
島
河
川
）
寺
原
徳
兵
衛

（
美
、
幸
河
川
）
塩
月
義
久
（
余
瀬
、
’

飯
谷
河
川
）

該
当
者
は
昭
和
鍛
年
7
月
1
日
か
ら
3
5

　
年
6
月
3
0
日
ま
で
に
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

　
で
す
。

　
◎
業
態
者
健
康
診
断

　
理
容
、
ク
リ
ー
ニ
ジ
グ
、
美
容
師
の
方

・
の
健
康
診
断
を
行
な
い
ま
す
。

期
日
は
十
二
月
二
十
七
日
と
三
月
六
日

　
の
二
時
の
い
ず
れ
か
の
日
に
。
・
時
間
は

　
二
目
と
も
午
前
中
で
す
。
場
所
は
日
向

　
保
健
所
で
す
。
該
当
者
は
全
員
診
断
を

受
げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
妊
産
擾
健
康
診

　
妊
産
婦
の
検
診
、
保
護
指
導
を
二
月
中

毎
週
水
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

　
で
保
健
所
で
行
な
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
の
方
は
も
れ
な
く
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

、
美
々
津
地
区
は
二
月
二
十
一
日
に
支
所

　
で
行
な
い
ま
す
。
な
お
、
検
診
を
受
・
け

ち
れ
る
と
き
は
、
必
ず
妊
婦
手
帳
を
持

　
つ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
、

　
◎
保
育
崩
の
入
所
受
付
け
　
　
　
、

　
入
所
該
当
者
は
、
両
親
、
保
護
者
が
働

き
に
で
た
り
、
病
気
や
そ
の
ほ
か
の
事

．
．
情
で
、
日
中
そ
の
子
供
の
世
話
が
で
き

　
な
い
家
庭
の
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ

　
ん
で
す
。
申
し
込
み
受
け
つ
げ
期
日
は

十
日
か
ち
二
、
月
末
圓
ま
そ
で
す
ゆ

申
し
込
み
先
は
、
市
福
祉
事
務
所
か
、

最
寄
り
め
各
保
育
所
、
保
育
潤
で
す
。

　
申
し
込
み
に
よ
つ
て
市
福
祉
事
務
所
が

　
　
　
　
庭
の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
入

蟻
壁
を
ぎ
め
美

嚢
萎
翻
し
　
．
屑
メ
奮
鷲
．
芦
き
く

〃
お
し
ら
せ
”
こ
も
ご
も

小
児
マ
ヒ
の
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。
こ
ん
ど
の
注
射
は
第
二

回
員
で
あ
り
、
料
金
は
第
一
回
目
と
同

じ
で
す
。
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・
」

◇
餌
日
午
後
1
時
～
4
時
ま
で
市
営
結

婚
式
場
◇
2
7
日
午
後
1
時
～
4
時
ま
で

細
島
幼
稚
園
◇
2
8
日
午
後
1
時
～
な
時

ま
で
岩
脇
支
所
◇
3
月
1
日
午
後
1
時

．
～
4
時
ま
で
美
々
津
支
所
。

．
藻
ピ
弓
．
誓
．
．
海
瀬
慧
潮

轡轡獅響

678人が大人に

記念の桜やマラソンでお祝い

二日の成人の日は、はたちの春をむかえた

78名を市講堂にむかえて、午前十時か

さが開かれました。．

「助役、市議会議長、市教育長、県教育長

の方たちからお祝いのことばがおくられ

1して河野琴さんが答辞をしました。

1ごとに記念の桜の木がおくられ、成人祝lI

lンが行なわれるなどして盛大な成人式を

．∴一月十五日の成

　成人者678名
　　ら成人式が開か

　式は、市助役、

　など多くの方た

　これに対して河
　また各区ごとに‘

　賀マラソンが行
　終りました．
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’みどりの週間にそなえて
　　　　　　　　；松杉の苗木を出荷＝

3月1日から7日までは緑化週間です。

これから春にかけては植林の最適期。・いま市内各地の育苗畑で

は、松や杉の苗木の移植や出荷にいっしょうけんめいです。

財光寺切島山にある市森林組合の育苗畑（60アール）でも、

いま移植や撰別を行なっています。

こζで育てられた15万本の苗は、これから春にかけて市内の

森林業者に1本3円位で販売され植林されます』
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◎
県
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経
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農
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で
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を
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’
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ま
す
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に
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「
日
ま
で
に
満
十
七
才
未
満
の
も
の
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①
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）
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③

　
　
保
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所
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こ
の
①
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、
を
出
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学
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長

　
　
か
ら
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展
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
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ス
十
五
名
で
す
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業
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書
に
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市
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所
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か
、
職
業
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所
ま
で
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・
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、

し
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日
で
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な
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し
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こ
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は
市
農
林
課
ま
で
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